
  

 

20 乳房全摘術後の患者に対する腹部皮弁による乳房再建は，術前あるい

はシリコン乳房インプラント再建に比べて乳房満足度が高いため有効

であると考えられる。 

 

 

■ 推奨              乳房全摘術後の患者に対する腹部皮弁による乳房再建は，術前あるいはシリコ

ン乳房インプラント再建に比べて乳房満足度が高いため有効であると考えられ

る。 

■ 推奨の強さと根拠 2C（弱い推奨，弱い根拠） 

 

根拠･解説 近年，BREAST-Q などを用いたpatient reported outcome による評価が行われるようにな

ってきた。本CQ では，再建結果，満足度に関して腹部皮弁の有効性を検討する。 

BREAST-Q を用いた患者の満足度調査では，腹部皮弁を用いた再建が術前あるいはシリコン乳房イ

ンプラントによる再建より，乳房満足度，結果満足度が有意に高いとする論文1）が多い。一方，腹部

の健康度は術前より低下しているとするもの2）がある。その他，精神的，身体的，性的，社会的な健

康度に関しても，インプラントと同等か腹部皮弁の方が高い3）とされた。腹部皮弁の中では，DIEP fl 

ap が有茎TRAM flap より評価が高いとする論文4）があるが，術式間の結果に対する満足度の比較で

は明確な優劣はつけがたい。 

 

今後の課題 BREAST-Q の調査では腹部皮弁の有効性は示されているが，日本における調査はほとんど

行われていない。また，各皮弁間の比較も十分行われていない。 
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